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生息環境が大きく変化 した。全国ホタルガイ ドマップ(2004)に記された東北太平洋沿岸の4地 域のホタ
ル生息地の震災後の状況を調査し、津波被災地域と照合 した。その結果、自然発生 しているホタルの生
息地は東日本大震災の津波限界付近あるいはその上流にあり、飼育 ・放流を繰 り返 していた場所は津波
被害を受けたことが認 められた。水質を良くしてカワニナを育て幼虫の放流を繰 り返 しても自然発生 し
ない場所では、地中の津波堆積物や太古の海水の影響を再検討する必要があると思われる。










































































閉伊川河川敷公園にふれあいビオ トー プが完成 し、その年







































 cruciata)、ヘ イケ ボタル (Luciola lateralis) 及びクメジマ
ボタル (Luciola owadai)の3種 類が知 られてい る。 また、
陸生のホタルで 日本固有種として九州、四国、本州の平地
か ら山地にかけて生息す るヒメボタル(Luciola parvula)
が一般によく知られている　7)。
ホタルの分子系統と遺伝的分化について、比較的進化速










へ北上 しフォッサマグナ地帯で西 日本型 と東 日本型に分









布 を広げ、さらに中国 ・四国 ・九州へ と分化 してお り、南
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3.ホ タル の生息環境
ゲンジボタル の生息環境条件について、簡易水質測定器
パ ックテス ト(R)(㈱共立理化学研究所)を使 って調 べた理想
的な川 の水質 は、pH:7.2～8.2、COD:限りな く0(mg/L)、
NO2:限 りな く0(mg/L)、Ca:50～150(mg/L)、Mg:5
～15(mg/L)、Fe:0.5(mg/L)、PO4:限りな く0(mg/L)、
NH3:限 りな く0(mg/L)、残 留塩 素:限 りな く0(mg/L)
で、9-10月の現地調査での測定時の水温 は18.0℃で、流
速は19.5cm/secであった　12)。ヘイ ケボタルの生息環境条
件 について、5月 下旬か ら9月 上旬 までと発生期間が長い
ために発生場所 が季節 的に推移 し、多様 な水辺環境が存在
す ることが活発 な個体群 を維持す る要因 とな り、具体的な
水質条件 は不 明であるが、1.湧水 による通年 の湿 地状態
の維 持、2.人工照明が届 きに くい、3.湿地 と して利用 さ
れ る複数 の谷筋 がある、4.湿 田 ・水路 ・放置 水 田な ど多
様 な水辺環境が あること、の4条 件 を挙げてい る　13)。ヒ
メボ タルは、水生ホ タルが生息場所 を種 によって棲み分 け
てい るの と異な り、い くつ かの種 と混在 して生活 してお り、
餌で ある貝類の種類 を食べ分 けてい る　14)。また、水生ホ
タルの生息環境整備 手法 として水環境 ・水 際環境 ・周辺環
境 ・生物環境 を整備す ることが必要で、さ らに中詰土が あ
るホ タルブ ロック・柔 らかい土を確保 して土繭を育て る蛹















































知 しているのではないか?現 在、 日本各地でゲンジボタ
ルを放流した観賞会が行われているが、水質を良くしてカ
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